
ＭｉＨｉＡ2022年度委員会・部会・研究ＷＧ参加申込書

申 請 日

会社名（団体名）

所　　属

役　　職

氏　　名

e-mail

電話番号

ID 委員会・部会・研究WG名 活　動　概　要 申込(〇印)

10 合同委員会

毎月委員会を開催し、外部講師による講演や支援団体

からの情報提供、会員プレゼン等を行い、参考になる

情報の提供・共有を行う

20 事業推進委員会

会員企業が持つ多様な技術の融合を通じて、ＭｉＨｉ

Ａでしか出来ないソリューションを生み出し、広島発

で社会に貢献する事を目指す

21 　共同受注部会

MiHiA内での共同受注を円滑に進める体制づくりを強

化し、案件の依頼先に応じた受注体制も新たに構築す

る

22 　マッチング部会

「会員相互の密な絆を構築し、シーズ／ニーズを引き

出し、マッチングさせ、案件受注拡大を目指す」とい

うミッションを果たす

30 データサイエンスＡＩ委員会

密接な繋がりのあるデータサイエンス技術とAI技術に

対する知見を深めると同時に、ワーキンググループの

共同研究活動を支援する

31
　カメラ画像を用いた通行量

　解析研究WG

テーマの実現のためにMiHiA会員メンバーでワーキン

ググループとして実証実験を行う

40 センサーネットワーク委員会

MiHiA会員がIoT、DXの製品やサービスの提案や開発

を行う時に必要なセンサーネットワークに関しての基

礎的な知識のレベルアップを図る

41
　無線端末によるIoTサービス

　研究WG

ドコモＣＳ中国からPUSHLOGの利活用の実証実験の

中で、MiHiAとしての独自なインタフェースを付加し

た利用方法を研究する

50 生産プラットフォーム委員会

生産プラットフォーム委員会では、見える化でDXを

推進していくという流れに乗り、企業の生産性向上に

貢献する

51
　プロトタイプ開発による工場

　見える化研究WG

製造業の見える化における生産プロセスの最適化、設

備/品質管理、人員配置、省エネ/再エネ等に対応すべ

く、AJANを使った開発に着手する


